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使用例：A/B ライン セレクター（S1, S2）
　トグル モードでは、配線の状態によってA/Bライン セレクターとし
て利用できます。楽器を Input へ各 Sendからアンプ等へ接続すれば、
クリーン アンプとオーバードライブ アンプを任意に選できます（S1）。
また、２本のギターをそれぞれ各Returnへ接続し、Output からアンプ
へ接続すれば、２本のギターの出力を任意に選択できます（S2）。

使用例 S1（１入力、２出力切換）

 例えば、クリーン アンプとオーバードライブ アンプを使い分ける
場合などに利用できるセットアップです。バックパネルのモード 

いないフットスイッチを押すたびに、使用できるアンプが切り替
わります。両方の LEDが消灯しているときはミュート（どちらの
アンプへも信号が送られない）になります。

使用例 S2（１出力、２入力切換）

 例えば、エレキギターとエレアコを同じアンプで使用する場合な
どに利用できるセットアップです。バックパネルのモード セレク

フットスイッチを押すたびに、使用できるギターが切りわります。
両方の LEDが消灯しているときはミュート（どちらのギターから
の信号もアンプへ送らない）になります。

㊟ S2 の接続例では、Input ジャックにダミープラグを接続する必用
があります（Input ジャックへプラグが接続されないと本機の電源
がオンにならないため）。ただし、ループに接続した機器と同じパ
ワーディストリビューターから本機の電源も供給している場合に
は、接続ケーブルによりグランドが共有化されるためダミープラ
グは必要なくなります。
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使用例：フットスイッチ（F1）
　アンプのチャンネル切り替えや、マルチエフェクターのサブコント
ロール フットスイッチを機能させることができます。バックパネルの
ループ アクション スイッチを FSに設定するとオーディオ ラインを
キャンセルして、各ループのフットスイッチを外部フットスイッチと
して機能させることが可能になります。

　フットスイッチはラッチ タイプ（機械式）とアンラッチ タイプ（電
子式）の両方に対応することができます（バックパネルのフットスイッ
チ アクション セレクターで Latch / UnLatch を指定）。特にアンラッ
チ フットスイッチ モードでは、アンラッチの機能を持ちながら機械式
スイッチ特有のスイッチが切り替わる瞬間のカチッという踏み心地が
得られます。

　また、本機独自のトグルモードにも対応しているため、２つの外部
機器のセッティングを同時に入れ替えることも可能です。

使用例 F1（フットスイッチ）

 MSL を外部フットスイッチとして使用する例です。一般的なフッ
トスイッチとして利用する場合には、バックパネルのモード セレ

機器がラッチ フットスイッチ対応ジャックならばフットスイッチ 

トします。接続する機器がアンラッチ フットスイッチ対応ジャッ

フットスイッチ（U）へセットします。

 アンプのチャンネルを切り替えると同時に、マルチエフェクター

Toggle（T）にセットしてください。
㊟ F1 の接続例では、Input ジャックにダミープラグを接続する必用
があります（Input ジャックへプラグが接続されないと本機の電源
がオンにならないため）。ただし、ループに接続した機器と同じパ
ワーディストリビューターから本機の電源も供給している場合に
は、接続ケーブルによりグランドが共有化されるためダミープラ
グは必要なくなります。

使用例：コンビネーション（C1, C2）
エフェクト ループ機能とフットスイッチ機能を併用することができま
す。例えば、Loop-A にリバーブを接続し、Loop-B をアンプのチャン
ネル切り替えフットスイッチ端子へ接続すれば、「クリーン チャンネ
ルではリバーブをアクティブにし、オーバードライブ チャンネルでは
リバーブをオフにする」という切り替えがワンアクションで行えます
（C1）。

　また、本機をもう一台増設し、 Loop-A にディレイを接続し、
Loop-B を前例のセッティングをしたMSLのフットスイッチ ジャッ
クへ接続すれば、「クリーン チャンネルではリバーブがアクティブで
ディレイはオフ、オーバードライブ チャンネルではディレイをアク
ティブにしリバーブをオフ」といったセッティング変更がスイッチン
グ システムのようにワンアクションで行えます（C2）。 
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使用例 C1（コンビネーション）

 外部フットスイッチとエフェクト ループを併用する例です。フッ

を FSにセットします。接続する機器がラッチ フットスイッチ対

ラッチ フットスイッチ（L）へセットします。接続する機器がア
ンラッチ フットスイッチ対応ジャックならばフットスイッチ アク

トされているならばラッチフットスイッチ（L）へセットしてくだ
さい。一般的なフットスイッチとして利用する場合には、バック

チャンネルを切り替えると同時にリバーブのオンオフも切り替え

てください。

 

使用例 C2（コンビネーション）

 MSLを増設した使用例です。一方のMSLは使用例C1のセッティ

一方のMSLも使用例C1と同じセッティングを施し、モードセレ
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フットスイッチ モードでの注意事項：
● 

Latch 場合には、フットスイッチ ケーブルはどち
らのジャックへ接続しても機能します。フットスイッチ LEDの点
灯と外部エフェクターの機能との関連付けにおける好みで選択し
てください。

● 
UnLatch を選択した場合には、フットスイッチ ケーブルは

Returnジャッ
ク（ もしくは ）に接続した場合は、正常に機能しません。

㊟ 本機はラッチ スイッチを採用しており、電子リレーをマイコン制
御することでアンラッチ スイッチのアクションを再現しており
ます。出荷時にはスイッチが押されてから約 100ms だけ電子リ
レーの接点を接触させています。この仕様のため、アンラッチ ス
イッチを押し続ける状態は再現できません。もしも接点の接触時
間が短く外部機器が正常に制御できない場合には、弊社はWebに
200ms への変更手順が記載されていますので参照してください。

トラブルシューティング：
 音が出ない 
 
Latch 。ループ モー

ドにおいてUnLatchにセットされていると音が出なくなります。

 ループをオープン（オン）にしてもエフェクトがかからない。
 Loop
トされているか確認してください。FSにセットされている場合
には、ループのシグナル パスはアウトプットへ直結されます。

 フットスイッチ モードが機能しない 
 
てください。ループに接続した機器と同じパワーディストリ
ビューターからMSLの電源も供給している場合以外は、Input

源がオンになりません。

本機ご利用上の注意
● 本機の電源入力には、逆接続防止回路が組み込まれておりません。
市販のパワーサプライを利用する場合には、センター マイナス極
性であることを確認してから接続してください。


